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声璃聞謝蟻醇
コミュニティーセンター完成予想図

明
　
け
　
ま
　
し
　
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

町
民
の
皆
様
に
は
日
頃
か
ら
町
政
に
対
す
る
暖
か

い
ご
理
解
と
格
別
の
ご
支
援
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
こ
こ
に
新
年
を
迎
え
、
一
段
の
躍
進
を

期
し
て
、
清
新
の
気
が
み
な
ぎ
る
の
を
覚
え
ま
す
。

最
近
の
わ
が
国
の
経
済
は
全
体
と
し
て
な
お
足
踏

み
の
状
態
に
あ
り
、
行
政
需
要
は
そ
の
質
・
畳
と
も

ま
す
ま
す
複
雑
多
様
化
す
る
中
で
国
、
地
方
公
共
団

体
と
も
に
大
煽
な
財
源
不
足
を
き
た
し
、
行
政
改
革

や
財
政
再
建
問
題
は
、
緊
急
か
つ
最
重
要
課
題
と
な

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

本
町
に
お
い
て
も
、
国
の
「
地
方
公
共
団
体
に
お

け
る
行
政
改
革
推
進
の
方
針
」
の
通
達
に
基
づ
き
、

昨
年
の
六
月
に
「
遠
賀
町
行
政
改
革
推
進
委
員
会
」

を
発
足
さ
せ
、
十
一
月
に
「
遠
賀
町
行
政
改
革
の
推

進
に
つ
い
て
の
答
申
」
が
な
さ
れ
、
こ
れ
を
う
け
て

行
政
改
革
推
進
本
部
に
よ
る
「
遠
賀
町
行
政
改
革
大

綱
」
を
策
定
し
、
脂
和
六
十
一
年
度
か
ら
そ
の
実
施

に
取
組
ん
で
い
く
所
存
で
有
り
ま
す
。

町
行
政
に
携
わ
る
私
ど
も
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
責
務
の
重
大
さ
を
充
分
に
認
識
し
、
心
の

か
よ
っ
た
行
政
運
営
を
念
頭
に
撞
き
、
町
民
生
活
の

安
定
向
上
を
図
る
た
め
、
創
意
工
夫
を
重
ね
て
ご
期

待
に
こ
た
え
る
よ
う
決
意
を
新
た
に
し
て
お
り
ま

す。
疎
業
面
で
は
、
文
部
省
か
ら
「
豊
か
な
心
を
育
て

る
施
策
推
進
モ
デ
ル
町
」
の
指
定
を
受
け
、
青
少
年

の
健
全
育
成
に
努
め
る
と
と
も
に
、
法
務
省
か
ら
「

人
権
モ
デ
ル
町
」
の
指
定
を
受
け
人
権
尊
重
の
思
想

普
及
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
て
、
そ
の
基
礎
づ
く
り

が
出
来
ま
し
た
の
で
、
今
後
一
層
そ
の
推
進
に
構
根

を
傾
け
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

三
月
末
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー
　
町
民
の
森
完
成

福
祉
関
係
で
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
昨
年
十
月

二
十
三
日
を
も
っ
て
法
人
社
協
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト

を
し
、
福
祉
専
業
推
進
の
中
核
と
し
て
の
活
動
を
期

待
し
て
お
り
ま
す
の
で
皆
様
方
の
物
心
両
面
の
ご
支

援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
駅
南
総
合
運
動
公
園
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー
、
町
民
の
森
が
今
年
の
三
月
末
に
完
成
の

予
定
で
、
こ
れ
ら
の
施
設
を
皆
様
方
の
コ
ミ
ユ
一
二
フ

ィ
ー
及
び
研
修
の
場
と
し
て
各
サ
ー
ク
ル
、
団
体
、

趣
味
の
会
等
に
大
い
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

願
っ
て
お
り
ま
す
。

住
宅
関
係
で
は
、
小
集
落
地
区
改
良
事
業
と
し

て
、
町
営
住
宅
二
十
二
声
建
設
を
含
む
道
路
、
下
排

は
、
西
川
及
び

前
川
の
改
修
が

ほ
ぼ
終
了
し
、

六
十
一
年
度
は

声
助
川
、
別
府

の
高
瀬
川
の
改

修
促
進
に
努
め

て
ま
い
り
た
い

と
思
っ
て
お
り

ます。
水
路
の
整
備
等
、

抜
本
的
な
住
宅

環
境
整
備
車
業

を
実
施
い
た
し

ます。河
川
関
係
で

交
通
関
係
で

は
、
か
ね
て
か
ら
の
懸
案
事
項
で
あ
り
ま
し
た
花

園
橋
の
架
替
工
事
が
終
わ
り
、
遠
賀
南
中
学
校
及
び

茂
木
小
学
校
の
通
学
路
の
整
備
が
で
き
ま
し
た
し
、

遠
賀
川
駅
前
に
室
木
線
の
廃
止
に
伴
う
パ
ス
転
向
場

を
日
本
通
運
、
遠
賀
郡
農
業
協
同
組
合
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
得
て
今
年
三
月
未
完
成
を
め
ざ
し
て
お
り

ます。お
陰
を
も
ち
ま
し
て
、
本
町
は
昨
年
も
着
実
に
発

展
へ
の
基
盤
を
固
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
今
後
と

も
農
村
の
ゆ
と
り
と
都
市
の
活
力
を
あ
わ
せ
も
つ
　
「

豊
か
な
生
活
都
市
」
を
め
ざ
し
た
町
民
総
参
加
の
町

づ
く
り
実
現
の
た
め
、
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
新
年
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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今まで全くの無趣味で通してきましたので今年は心

機一転、詩吟をはじめようと思っています。それと何

か社会の役に立つ事をしたいと思います。

仕事の関係で交通事故の現場に行きますが胸が痛む

思いをします。皆さんも安全運転を心かけてください。

＼　ン／　＿、、ノ
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‾†・＼

（
」

日
日
⊥

木
　
守

高
崎
　
暁
江
さ
ん

現
在
遠
賀
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
に
所
属
し

て
い
ま
す
の
で
今
年
は
地
域
の
子
供
会
や
公
民

館
で
何
か
お
役
に
立
つ
こ
と
を
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

そ
れ
と
、
今
年
こ
そ
は
素
敵
な
彼
を
　
と

思
っ
て
い
ま
す
。

し
た
　
　
現
ざ
練

を

L

 

O

日

通

言
語
碩
器
誓

い

ノ

く

は

　

　

て

、

ま

み

年
裳
○
酢
減
…
軋

玉
置
書
誓
詫

東
中
崎
頂
抽
△
㌫
び
揃

ま
　
い
　
　
在
し
習

新
　
町

小
野
　
春
海
さ
ん

今
年
は
た
く
さ
ん
の
人
と
出
会
っ
て
人
間
の

輔
を
大
き
く
ひ
ろ
げ
た
い
で
す
ネ
。

私
は
本
を
読
む
こ
と
が
好
き
で
す
。
今
年
は

吉
川
英
治
に
挑
戦
し
、
で
き
る
だ
け
読
み
た
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
天
気
の
良
い
日
は
植
木
や

盆
栽
の
手
入
れ
も
楽
し
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す。
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○国鉄宝木線からSL姿消す

○遠賀川郵便局落成
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木　守

村田　圭祐〈ん

僕は、剣道をしているせいか昨

年はかぜをひきませんでした。今

年もこの調子でがんばってもっと

強くなって4級を目さします。

それとチョッピソ本好きの男の

子になりたいです。

上別府
添田 善彦さん

旧　停

原田　慶子さん

昨年は健康がすくれず病気からに

過しましたので、今年は身体を大事に

して若い者の手をとらないようにし

たいと思います。そして孫のせ話や

家のことをぽちぽちやっていきたい

と思います。

ま

す

浅　木

仲野チョコさん

薪　町
稲富　信忠さん

私はバレーボールとソフトボール

が大好きです。健康づくりを兼ねて

今年もがんばります。

仕事の面でも、患者さんの身体の

痛みだけでなく心の痛みもわかって

あげられる看護婦を目ざします。

中
学
生
に
な
る
名
古
屋
の
孫
に
逢
え
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す。
田
ん
ぼ
と
畑
は
私
の
仕
事
で
す
。
体
に
気
を
つ
け
て
で
き
る
だ

け
が
ん
ば
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
家
内

と
二
人
、
好
き
な
盆

栽
の
手
入
れ
に
溝
を

出
し
年
月
を
か
け
て

立
派
な
も
の
を
作
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま

す。

四
月
で
定
年
退
職
で
す
。
永
年
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
生
活
に
終
止

符
を
う
っ
て
第
二
の
人
生
の
出
発
で
す
。
ま
す
は
ゆ
っ
く
り
北
海

道
を
旅
行
し
だ
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

人
形
作
り
、
布
の
造
花
、
編
物
と
手
芸
が
趣
味
で
す
。
毎
年
、
干
支
の
人

形
を
作
り
ま
す
の
で
今
年
は
虎
で
す
。
毎
朝
近
き
て
第
一
番
に
、
手
を
握
っ

た
り
開
い
た
り
五
〇
回
、
こ
れ
が
私
の
さ
さ
や
か
な
健
康
法
で
す
。

健
康
に
曾
意
し
て
一
日
一
日
を
楽
し
み
な
が
ら
過
ご
し
た
い
と
思
っ
て
い

鬼
　
津

門
司
　
清
子
さ
ん

昨
年
、
万
里
の
長
城
で
の
第
九
の

合
唱
に
参
加
し
て
以
来
、
そ
の
一
顧
激

忘
れ
が
た
く
葛
の
北
九
州
で
の
合
唱

な
ど
色
々
と
参
加
し
ま
し
た
。
今
年

も
「
こ
も
れ
び
」
で
の
練
習
は
欠
さ

す
参
加
し
て
が
ん
ば
り
ま
す
。
皆
さ

ん
も
一
箱
に
い
か
が
で
す
か
。
唱
う

こ
と
の
）
楽
し
み
を
分
ち
合
い
た
い
で

すネ。

広
　
波

織
田
　
隆
徳
さ
ん

昨
年
は
長
男
誕
生
で
多
忙
な

毎
日
で
し
た
。

今
年
は
仕
事
も
セ
ー
ブ
し
て
、

ち
ょ
っ
と
こ
ぶ
き
た
し
て
い
た

謡
曲
で
も
熱
を
入
れ
て
習
お
う

が
と
考
え
て
い
ま
す
。
働
き
盛

り
の
年
代
、
長
女
も
三
歳
、
家

族
一
緒
に
健
康
づ
く
り
に
も
取

り
組
み
た
い
で
す
ね
。



隼田西の餅（6）

毎月第3日曜日は家庭のロ

ー1月の実行日標一

・1年の計画をだてよう

・成人式の意義について知ろう

・森や郷土のことについて話し

合おう

第378号
i間同日日間日用用日間

▽
山

丁

重

軍費は昨年の「新春コンサート」

農

用

地

利

用

増

進

計

画

（
農
地
の
貸
し
借
り
）
の
設
定
に
つ
い
て

昭
和
六
十
一
年
度
の
利
用
権
の
設
定
（
接

地
の
貸
し
借
り
、
六
十
一
年
五
月
二
十
日
公

告
分
）
を
行
い
ま
す
の
で
、
利
用
権
の
設
定

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
双
方
で
よ
く
協
議
さ

れ
、
了
解
の
上
、
手
続
き
さ
れ
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

▽
受
付
　
2
月
1
日
（
土
）
－
2
月
2
0
日

（
木
）
9
時
～
ュ
7
時
（
日
曜
・

祭
日
を
除
く
、
土
曜
日
は
正
午

まで）

▽
場
所
遠
賀
町
役
場
産
業
課
（
繋
萎

民会）

新
春
コ
ン
サ
ー
ト
の
ご
案
内

＝
＝
＝
み
　
な
∵
さ
　
～
　
ん

お
　
い
　
で
　
く
だ
　
さ
　
～
　
い
　
＝

遠
賀
町
少
年
少
女
合
唱
団
、
ジ
ュ
ニ
ア
吹

奏
楽
団
は
、
結
成
以
来
本
年
度
で
四
年
目
を

迎
え
ま
し
た
。

団
員
一
同
は
り
き
っ
て
、
新
蕃
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
催
し
ま
す
の
で
町
民
の
み
な
さ
ん
多

数
の
こ
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
日
　
時
　
1
月
1
8
日
（
土
）

ュ
4
時
～

▽
場
所
　
由
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

演
・
遠
賀
町
少
年
少
女
合
唱
団

・
ジ
ュ
ニ
ア
吹
奏
楽
団

・
町
内
各
小
出
学
校
か
ら
吹
奏

や
合
唱
の
応
援
出
演

催
新
春
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会

遠
賀
都
市
計
画

公
　
園

変

更

案

の

縦
覧
に
つ
い
て

都
市
計
画
法
に
基
づ
き
、
次
の
と

お
り
葉
の
縦
晴
を
し
ま
す
。
な
お
、

案
に
つ
い
て
こ
憩
兄
の
あ
る
方
は
、

縦
憶
飼
聞
満
了
の
日
ま
で
に
達
見
証

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
都
市
計
画
の
謹
類
及
び
名
称
∴
遠

賀
都
市
計
画
公
園
6
5
1
遠
賀
総

合
運
動
公
園

▽
都
市
計
画
を
変
更
す
る
土
地
の
区

域
遠
賀
町
大
字
広
漢
字
罵
田
及

び
字
江
頭
の
各
章
の
一
部

▽
縦
覧
期
間
　
1
月
1
0
日
～
1
月
2
3

日
▽
鮮
麗
勘
所
　
福
岡
県
庁
土
木
部
都

市
計
画
課
及
び
遠
賀
町
役
場
建
設

課

人
権
モ
デ
ル
地
区
指
定

記
念
講
演
会
が
開
か
れ
ま
し
た

人
権
週
間
串
の
行
暮
と
し
て
、
十
二
月
七

日
、
英
公
民
館
大
ホ
ー
ル
で
脇
和
六
十
年

度
法
務
省
か
ら
「
人
権
モ
デ
ル
地
区
」
に
指

定
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
、
講
演
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
東
京
か
ら
栗
原
一
登
先
生
（
日

本
児
韮
演
劇
協
会
長
・
国
際
音
少
年
演
劇
協

会
日
本
セ
ン
タ
ー
全
盲
苧
文
部
省
社
会
教
育

蕃
韻
会
姿
貝
）
を
お
迎
え
し
て
、
「
新
し
い

時
代
に
生
き
る
L
I
こ
の
頃
、
思
う
こ
と
ー

の
瀞
演
が
あ
り
、
約
四
百
人
の
町
民
の
み
な

さ
ん
が
出
席
し
て
、
最
後
ま
で
熱
心
に
耳
を

傾
け
て
い
ま
し
た
。

・
人
権
を
守
る
あ
な
た
が
守
ら
れ
る

・
人
権
は
み
ん
な
で
尊
重
明
る
い
社
会



（7）公⑰西心肝　　　　　　　　　　　　　　　第378号

ー青い麦の会による

クリスマス会－

メリークリスマス
影絵や映画を楽しみました

Hi亮　・M 　　　　　や 

：） く一 ） 艦 �呂 ）亨． �　農 l 燭噸 �開 館 ，一命 

守つ 

Lriで　＞　ミ日誌i’∴壷

一心えごcnT二

位rlぎー十㍍も○〈業

一倍で∵↓）9－こ　く溝田物論〉

轟二　番二i∴oe，工　　くつ

三：⇒・u）二一
一　き、・一十二二　日　　　一一　主宰

生
霊
斉
を
争
ま
整
斉
を
き
ま
窒
斉
を
亭
安
富

鵬

　

国

　

民

　

年

　

金

　

醐

書
芸
意
電
卓
督
基
点
善
事
雪
雲
貴
意
や
セ
繁

任
意
加
入
　
の

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
へ

●
も
れ
な
く
加
入

●
保
険
料
完
納

●
疑
問
の
点
は
何
で
も
相
談

出
髄
　
本
因
坊
　
武
宮
　
正
樹

白
免
　
職
死
・
5
手
ま
で

●
ヒ
ン
ト
　
　
死
は
ハ
イ
に
あ
り
で

3
分
で
2
線
、
1
分
で
有
般
若
。

出
題
　
八
段
　
北
村
　
昌
男

●
ヒ
ン
ト
　
好
所
に
僧
打
ち
．

8
分
で
3
級
、
3
分
で
石
段
着
。

今
年
の
四
月
か
ら
新
年
金
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。
こ
の
改
正
に
伴
い
、
第
三
号
被
保
険

者
（
厚
生
年
金
保
険
被
保
険
者
の
被
扶
謹
者

と
な
っ
て
い
る
人
）
と
な
る
人
は
、
届
け
出

が
必
要
で
す
。
今
回
の
届
出
は
、
次
の
い
ず

れ
に
も
あ
て
は
ま
る
人
で
す
。

○
あ
な
た
の
こ
主
人
が
、
厚
生
年
金
ま
た
は

船
員
保
険
の
加
入
者
で
あ
る
こ
と
。

○
あ
な
た
の
こ
主
人
が
、
大
正
十
年
四
月
二

日
以
後
に
生
ま
れ
た
人
で
あ
る
こ
と
。

○
あ
な
た
自
身
が
、
主
と
し
て
こ
主
人
の
収

入
に
よ
り
生
計
を
維
持
し
て
い
る
こ
と
。

社
会
保
険
庁
か
ら
送
付
さ
れ
た
「
国
民
年

金
住
道
加
入
被
保
険
者
現
況
局
在
」
を
一
月

三
十
一
日
ま
で
に
役
場
年
金
係
ま
で
擾
山
し

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
「
国
民
年
金
任
遮
加
入
被
保
険
者

現
況
屈
」
が
未
着
、
ま
た
は
紛
失
さ
れ
た
人

は
、
年
金
係
窓
口
に
揃
え
て
い
ま
す
。



第378号　　　　　　　　　　　　　　　公⑩西の彿（8）

「お料理つくるの楽しいわ」

－母と子の料理教室－

12月15日、食生活改善推進員（緑黄会）の

呼びかけで、町内の母と子が調理実習を楽し
みながら体験する「母と子の料理教室」が中

央公民詣料理実習室で開かれました。

当日の実習メニューは、たきこみごほん、

トリ団子の吸物、ケーキ、サラダの四品。

はじめは包丁のにきり方がぎこちなかった

子も、時間がたつにつれ、りつばな料理人に

変身。
「お母さん、私もお正月料理はお手伝いし

ます′」

ー鏡と子のつとい・

しめ飾りづくり開かれる－
12月22日、動学老体育センターで親と子のつと

い・しめ飾りづくりが開かれ　町内から約三十名
の親子が集まりました。

最初は、傾れぬ縄ないなどに戸惑っていました

が、約二時間後には、みんなりつIまなしめ飾りが

できあか；りましたo

阿国菖書 、F 即題田嶋主監 ��� �←．厚■ ��1年 ．÷′ヽ ∴′ �∴∴Si ） 

十 �� ���� � 

一千品 � �� � ��璽豊玉二・一幸。 �� 
（ 

） �● ��� ��芋類 �� 
ー耕一11°mメェー 警護二．÷ ��� 

l、 

し
め
飾
り
は
自
分
連
の
手
で

正
月
用
の
松
竹
梅
の
鉢
づ
く
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

一
時
間
ほ
ど
で
材
料
雲
二
千
円
で
市
価
〇
千
円
の
品
物
が
完
成
。
講
師

の
熱
心
な
指
導
の
も
と
市
厳
の
も
の
よ
り
も
す
ぼ
ら
し
い
で
さ
ば
、
え
。

松
竹
梅
で
福
が
招
か
れ
ま
す
よ
う
に



第378号（9）公㊧西㈲鮒

ぐ，“↓し　こ10．7

∴∴実機寄主二＿

花園昆沙門さま

＼∴ヾ、、　ヽ∴1

主軸亜絶品
花　田　橋

続
遠
賀
町
文
学
散
歩

西
川
を
遡
る
（
Ⅹ
）

花
園
の
庚
申
塔
を
右
に
急
な
石
段
を
登
る

と
、
昆
沙
門
天
を
ま
つ
る
丘
だ
。
美
し
い
石

造
物
が
数
体
、
お
堂
の
左
右
に
並
ん
で
い
る

初
冬
の
朝
日
が
も
う
高
く
あ
が
り
、
あ
た

り
は
椿
の
花
の
甘
い
匂
い
に
包
ま
れ
る
。
ど

こ
か
で
う
ぐ
い
す
の
声
ら
し
い
。
で
も
ま
だ

若
い
者
、
笹
鳴
き
で
あ
る
。

笹
鳴
き
を
聞
き
　
妓
椿
ひ
か
り
そ
う

椿
て
ら
て
ら
　
人
の
住
い
に
遠
く
い
る

往
き
ず
り
に
笹
鳴
き
を
聞
く
　
朝
の
彫

右
に
馬
頭
岳
の
尾
根
が
つ
つ
き
、
全
く
枯

い
る
。
そ
の
つ
つ
き
は
六
ケ
岳
の
う
ず
む
ら

さ
き
が
あ
り
、
ま
た
そ
の
奥
に
は
馬
見
山
、

英
彦
山
の
連
峰
が
、
か
す
か
に
か
す
か
に
眠

っ
て
い
る
。

と
き
と
き
鋭
く
暗
く
馬
の
こ
え
が
聞
こ
え

る
、
ひ
よ
と
り
だ
ろ
う
。
ひ
と
し
き
り
そ
の

声
が
聞
こ
え
て
ま
た
も
と
の
勝
か
さ
に
も
ど

る。
正
面
は
福
観
山
の
姿
が
浮
か
び
、
左
に
つ

つ
く
ピ
ー
ク
は
尺
岳
の
鋭
角
ま
で
長
く
横
た

わ
り
、
少
し
下
っ
て
ま
た
坊
住
山
、
皿
倉
山

と
つ
つ
く
。

前
癖
に
は
近
く
金
剛
山
の
濃
緑
が
、
く
っ

き
り
冬
空
に
そ
び
え
る
。

渡
り
鳥
が
過
ぎ
て
　
ま
な
路
に
眠
る
山

昼
月
が
　
恐
絵
の
空
に
た
だ
な
わ
る

冬
山
の
ひ
か
り
あ
つ
め
て
　
テ
レ
ビ
塔

さ
ら
に
眼
を
左
に
向
け
る
と
、
洞
港
湾
の

空
を
へ
だ
て
て
小
倉
の
霧
が
岳
が
北
に
伸
び

ま
た
若
松
の
高
塔
山
か
ら
石
峯
山
へ
と
つ
つ

く
。
い
つ
も
こ
こ
に
登
る
と
、
こ
ん
な
美
し

い
眺
め
に
酔
う
の
だ
っ
た
。
昔
の
人
々
も
こ

う
し
て
高
い
処
か
ら
山
々
を
眺
め
た
こ
と
だ

ろう。風
師
山
か
ら
霧
が
岳
へ
。
霧
が
岳
か
ら
石

峰
山
へ
。
石
峰
山
か
ら
六
ケ
岳
へ
。
急
を
知

ペ
ッ
ク
ン
、
ペ
ッ
ク
ン

「
も
ち
は
杵
で
つ
く
と
？
」

ら
せ
る
燈
火
が
送
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
と
思
っ

た。
火
守
た
ち
は
、
高
い
処
に
登
り
、
い
つ
焚

か
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
急
の
報
ら
せ
を
、
見

落
さ
な
い
た
め
に
、
限
り
な
い
努
力
が
な
さ

れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

石
釜
山
の
燈
火
台
跡
は
見
た
こ
と
が
あ
る

が
、
六
ケ
岳
に
は
平
た
い
台
地
に
、
革
の
低

い
処
が
あ
る
の
壱
知
っ
て
い
る
。

草
山
の
枯
れ
き
わ
ま
っ
て
　
燐
火
跡

冬
あ
ざ
み
一
輪
　
紺
の
陽
を
あ
つ
め

足
元
か
ら
瑚
つ
馬
　
冬
の
日
お
ぼ
ろ

ふ
と
気
が
つ
く
と
西
川
は
南
北
に
一
本
の

水
屋
と
な
り
、
新
し
い
花
園
橋
が
光
っ
て
い

た。

（
片
山
花
御
史
）

－
新
町
子
供
会
で
、

「
一
手
分
蒸
し
ま
す
と
ブ
ザ
ー
が
鴨
ノ
ま
す
。

ス
イ
ッ
チ
を
つ
く
に
切
り
替
え
十
分
間
で
ハ

イ
、
お
も
ち
の
で
き
あ
が
り
…
…
」

今
で
は
も
ち
つ
き
も
機
械
が
す
べ
て
し
て

く
れ
る
世
の
中
。
最
近
は
杵
で
も
ち
を
つ
く

風
景
も
す
っ
か
り
見
る
機
会
が
な
く
を
り
ま

し
た
が
、
こ
こ
新
町
公
民
館
で
同
区
子
供
会

の
も
ち
つ
き
大
会
が
十
二
日
壬
一
日
に
あ
り

ま
し
た
。

当
日
集
ま
っ
た
約
八
十
人
の
子
供
達
の
ほ

と
ん
ど
は
、
杵
と
臼
を
使
っ
て
の
も
ち
つ
き

は
は
じ
め
て
と
あ
っ
て
、
み
ん
な
楽
し
そ
う
。

撮
後
に
き
会
し
も
ら
や
ぜ
ん
ざ
い
に
し
て

も
ち
つ
き
大
会
－

み
ん
な
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
い
し

か
っ
た
。
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広漠1835番地

豊沢　清書くん

（雷美挙さんの鰯）
昭和60年2月5日生

こんにちは。清書です。僕は、

保育園に行って、色々な部を覚
えたよ。「バイバイ」「すきす

き」それに、挨拶も出来ろんだ

よ。すこいだろ。パパやママが、

そのたびに大喜び。やったね。

別府3043番地の4

長野　良彦くん

（葱次掌さんの瑚）
昭和60年4月1日生

生まれた時は標準より小さく
今でも小つぶですが、食欲は旺
盛です（お父さん似かな？）。
じっとしているのか需手です
が、人前に出るとおとなしくな
ります。愛婿は1人紡。僕ハン
サム。皆様よろしくネ。

謎
一萱

浣腸のミニ知識

なぜ10分間の我慢9

成人の大腸の長さは約1．5メー

トル。らようと？マークのような

形で腹内に納まっています。最先

端郁（小腸との塊い日）には虫垂

（盲腸）があり、最後の部分は直

腸から肛門へとつながっています

．詮：

粛

涜腸液を肛門に入れると、液は

9字型を逆にたどって流れていき

ます。便秘をしているときは便が

硬くなっていることが多く、勢い

よく入れると優に当たって況腸液

が戻ってきます。ゆっくり入れて

腹の中に液が染み込み、十分な刺

激を起こすために要すろ時間が約

10分。浣腸の後は、しばらく我慢

しないと効果がないことになりま

す。

）01i
＼

彿圃高
的⑭塵

健
勝
と
衛
唖
の
ペ
∴
＝
ジ

家
島
お
面
の

〔
他
職
レ
⑰

で
妊
〝
婦
娼
声
談

◎
期
　
日
　
1
月
2
1
日
（
火
）

▽
時
　
間
　
ュ
3
時
0
0
分
ま
で
に
お
い
で
く
だ

さ
い
（
終
了
は
1
5
時
5
0
分
予
定
）

▽
場
　
所
　
由
央
公
民
館

▽
対
象
者
妊
産
婦

▽
内
　
容
調
理
実
習
、
家
族
計
画

▽
持
参
品
エ
プ
ロ
ン

▽
料
金
　
無
料

◎
期
　
日
　
1
月
2
8
日
（
火
）

▽
時
　
間
　
9
時
5
0
分
ま
で
に
お
い
で
く
だ

さ
い

▽
場
　
所
役
場
保
健
室

妊
産
婦

印
鑑
（
母
子
手
帳
受
領
者
の
み
）

新
生
児
の
扱
い
方

入
浴
指
導

母
子
手
帳
交
付

無
料

浣
腸
は
、
い
ろ
い
ろ
な
目
的
で
用
い
ら

れ
ま
す
が
、
家
庭
で
行
う
浣
腸
は
便
秘
で

苦
し
い
と
き
に
排
便
を
促
す
た
め
に
用
い

ま
す
。
ま
た
、
座
薬
は
解
熱
や
肛
門
の
病

気
の
治
療
や
排
便
を
促
す
と
き
に
使
い
ま

す
。
い
ず
れ
も
乱
用
し
た
り
自
己
流
で
使

う
こ
と
は
避
け
、
必
ず
医
師
の
指
示
に
よ

っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

I
浣
腸
（
か
ん
ち
ょ
う
）

の
扱
い
方
I

に
聞
出
の
湯
を
加
え
、
摂
氏
三
十
八
度
く

ら
い
の
熱
さ
に
す
る
（
医
師
の
指
示
が
グ

リ
セ
リ
ン
浣
腸
三
十
錐
で
あ
れ
ば
、
グ
リ

セ
リ
ン
液
十
五
備
に
湯
十
五
∞
を
加
え

る）。●
腰
の
下
に
布
を
敷
き
、
体
の
左
側
を
下

に
し
て
横
幅
さ
に
寝
か
せ
る
。
肛
門
の
下

に
は
ち
り
紙
か
お
む
つ
を
当
て
て
お
く
。

●
涜
腸
詰
に
グ
リ
セ
リ
ン
涜
腸
液
を
指
示

さ
れ
た
癒
だ
け
吸
い
取
り
、
空
気
壱
抜
い

て
か
ら
浣
腸
馨
の
先
端
に
ワ
セ
リ
ン
を
塗

る。●
先
端
を
静
か
に
肛
門
に
入
れ
、
ゆ
っ
く

り
数
名
か
ぞ
え
る
く
ら
い
の
早
さ
で
液
を

一般に、

グ
リ
セ
リ
ン

臆
浣
腸
と
楽
座
S

露
・
ま
た
　
　
使
う
と
き
は
必
ず

彊
絡
　
　
医
師
の
指
示
に
従
っ
て

を
使
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
入
す
る
。

●
グ
リ
セ
リ
ン
浣
腸
は
、
グ
リ
セ
リ
ン
液
　
●
浣
腸
を
終
え
た
ら
、
液
が
出
て
こ
な
い

愈
胤
日
風
樹
㊤

乳
児
（
一
哉
末
浦
）
1
0
－
2
0
m
…

小
児
（
小
学
校
六
年
生
ま
で
）
　
‥

2
0
～
4
0
∝

職
人
…
：
　
・
・
・
・
細
「
（
0
0
∝
・

よ
う
に
ち
り
紙
を
肛
門
に
当
て
、
十
分
間

ほ
ど
押
さ
え
て
お
く
。
じ
ぼ
ろ
く
我
慢
さ

せ
な
い
と
、
浣
腸
の
効
果
は
な
い
。

●
排
便
の
準
備
を
す
る
。

I
座
薬
（
ぎ
ゃ
く
）の

扱
い
方
－

●
座
薬
の
包
装
を
薬
の
太
い
ほ
う
か
ら
半

分
ほ
ど
む
い
て
、
包
装
部
分
を
指
で
は
さ

み
持
つ
。
薬
を
指
で
じ
か
に
持
つ
と
、
体

温
で
柔
ら
か
く
な
っ
て
入
れ
に
く
い
。

●
眼
圧
を
高
め
な
い
よ
う
に
、
病
人
に
は

口
で
静
か
に
呼
吸
さ
せ
る
。

●
肛
門
を
指
で
開
き
、
薬
を
ゆ
っ
く
り
挿

入
す
る
。

●
肛
門
に
ち
り
紙
な
ど
を
当
て
が
い
、
そ

の
ま
ま
二
、
三
分
押
さ
え
る
。
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罵∴完絹醤
y
駒
場
相
談

▽
期
　
日
　
1
月
2
0
日
（
月
）

▽
時
　
間
　
9
時
5
0
分
か
ら
m
時
5
0
分
の
問

に
お
い
で
く
だ
さ
い

▽
場
　
所
　
役
場
保
健
室

▽
対
象
者
　
生
後
3
カ
月
－
6
カ
月
児

▽
持
参
品
　
母
子
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル

▽
内
　
容
　
体
重
、
身
長
等
測
道
、
離
乳
食

等
指
導
、
小
児
ガ
ン
検
査
セ
ン

ト
の
配
布

▽
料
金
　
無
料

不
妊
症
　
の
　
お
話
　
㈲

折
尾
田
中
産
娼
人
科
医
院
長
　
田
　
中
　
壮
　
介

⑫
◎
⑬
㊤

検
診

◎
申
込
み

▽
場
　
所
役
場
保
態
衛
生
係
窓
口

▽
申
込
日
　
2
月
1
2
日
（
水
）
か
ら
受
付

定
員
に
な
り
し
だ
い
締
切

▽
定
∴
貝
一
日
各
0
0
名

▽
申
込
み
手
続
　
役
場
保
燵
衛
生
係
窓
口
ま

た
は
偶
語
で
申
込
み
　
㊨
（

2
9
3
）
1
2
3
4

金
　
五
百
円
（
検
査
当
日
徴
収
）

2
月
2
6
日
（
水
）

2
月
2
7
日
（
木
）

2
月
2
8
日
（
金
）

受
付
　
8
時
4
0
分
－
1
0
時
0
0
分

検
査
　
9
時
～

由
実
公
民
館
玄
関
前

女
性
の
方
に
原
因
の
あ
る
不
妊

症
に
つ
い
て
お
話
し
く
だ
さ
い
。

ハ
イ
、
女
陸
側
の
不
妊
の
話
で
す
が
、
相

手
の
男
性
の
籍
は
健
全
で
あ
る
こ
と

は
、
も
ち
ろ
ん
前
提
で
す
。
不
妊
の
原
因
に

つ
い
て
、
一
二
五
劣
は
卵
の
遍
路
に
異
常
が
あ

り
、
一
五
弟
は
卵
白
体
に
異
常
が
あ
り
、
五

〇
劣
は
輿
椿
の
な
い
正
常
の
婦
人
で
す
。
受

櫛
に
関
し
て
は
神
秘
の
部
分
が
多
く
、
今
後

の
研
究
を
得
た
ね
は
な
り
ま
せ
ん
。

昔
か
ら
肺
結
核
や
腹
膜
炎
、
虫

垂
炎
に
女
性
が
か
か
る
と
不
妊
に

な
る
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
ど
ん

な
理
由
が
あ
る
の
で
す
か
。

結
核
や
腹
膜
炎
の
諺
素
に
よ
り
卵
巣
の
働

き
も
悪
く
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
よ
り
も
卵
の

通
路
で
あ
る
卵
管
に
炎
症
を
起
こ
し
て
通
過

障
害
を
お
こ
す
か
ら
で
す
。

ハ
イ
、
わ
か
り
ま
し
た
。
卵
の

異
常
に
よ
る
不
妊
に
つ
い
て
説
明

し
て
く
だ
さ
い
。

病
気
と
し
て
言
い
ま
す
と
、
垂
－
症
な
の

は
、
無
月
経
、
軽
症
な
の
は
生
理
不
順
、
無

排
卵
怪
月
経
が
あ
り
ま
す
。
卵
巣
に
は
、
約

三
十
万
億
の
卵
胞
が
あ
る
と
言
わ
れ
、
卵
胞

ホ
ル
モ
ン
が
分
泌
さ
れ
、
あ
る
程
度
に
な
る

と
卵
胞
が
破
れ
て
卵
が
排
せ
つ
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
を
排
卵
と
言
い
、
卵
の
ぬ
け
か
ら
の
部

分
に
は
貰
体
と
言
う
組
織
が
で
き
、
こ
こ
か

ら
糞
体
ホ
ル
モ
ン
が
分
秘
さ
れ
、
排
せ
つ
さ

れ
た
卵
の
栄
養
と
発
育
を
受
け
持
ち
ま
す
。

一
方
、
脳
下
垂
体
（
内
分
秘
の
司
令
セ
ン

タ
ー
）
か
ら
、
A
、
B
の
二
つ
の
ホ
ル
モ
ン

が
分
秘
さ
れ
、
A
は
卵
胞
ホ
ル
モ
ン
、
B
は

黄
体
を
作
り
ま
す
。

こ
の
四
つ
の
ホ
ル
モ
ン
が
う
ま
く
か
み
合

っ
て
い
る
と
、
月
経
も
順
調
で
排
卵
も
起
こ

り
ま
す
。

何
か
の
原
因
で
歯
車
の
一
つ
で
も
故
障
し

た
り
、
あ
る
い
は
副
腎
皮
質
ホ
ル
モ
ン
、
甲

状
腺
ホ
ル
モ
ン
、
満
神
性
刺
激
を
強
く
受
け

た
り
す
る
と
、
無
月
経
、
月
経
不
順
、
無

排
卵
牲
月
経
が
起
こ
る
の
で
す
。

（つつく）

十
二
月
二
十
日
の
献
血
に
は
、
寒
い
由
に

も
か
か
わ
ら
ず
一
二
五
名
の
方
々
の
こ
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ます。な
お
、
本
年
壁
一
面
の
献
血
を
み
る
と

〇
六
月
二
十
一
日

献
血
者
一
六
〇
人
（
不
可
一
四
人
）

。
九
月
二
十
日

献
血
者
一
五
四
人
（
不
可
一
七
人
）

・
十
二
月
二
十
日

献
血
者
一
一
六
人
（
不
可
九
人
）

の
と
お
り
こ
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

三
月
に
は
、
六
十
年
度
最
後
の
献
血
を
実

施
し
ま
す
の
で
、
こ
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

▽
日
　
時
　
3
月
2
0
日
（
木
）

1
0
時
－
1
6
時

▽
勘
　
所
　
遠
賀
町
役
塑
玄
関
前

⑪
肝
臓
は
オ
ー
バ
ー
ワ
ー
ク

年
末
年
始
、
宴
会
シ

ー
ズ
ン
に
な
る
と
ふ
だ

ん
以
上
に
活
躍
す
る
の

か
肝
臓
で
す
。

肝
臓
は
、
よ
く
か
ら

福
岡
県
ふ
ぐ
処
理
師
試
験

▽
試
験
日
2
月
2
0
日
（
木
）

▽
試
験
場
∴
中
村
学
園
大
学
（
福
岡
市
）

▽
試
験
内
容
　
学
科
試
験
、
実
技
試
験

▽
受
付
期
間
　
1
月
2
0
日
－
1
月
2
5
日

詳
細
に
つ
い
て
は
、
遠
賀
保
健
所
衛
生
課

食
品
衛
生
係
　
懇
（
2
0
1
）
4
1
6
1
へ

ど
う
ぞ
。

だ
の
化
学
工
場
に
た
と

え
ら
れ
ま
す
が
、
そ
れ
は
、
西
脇
で
消
化
・

吸
収
さ
れ
た
も
の
を
集
め
、
分
類
し
て
体
を

維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
栄
誌
分
を
血
液
印

に
送
り
だ
し
た
り
、
不
要
の
も
の
は
排
せ
つ

さ
れ
る
よ
う
に
処
理
す
る
機
能
を
も
っ
て
い

る
か
ら
で
す
。

別
名
沈
黙
の
臓
器
と
も
い
わ
れ
る
肝
臓
。

な
か
な
か
注
慈
信
号
を
た
し
ま
せ
ん
が
、
最

近
お
酒
が
お
い
し
く
な
い
、
疲
れ
や
す
い
、

食
事
が
お
い
し
く
な
い
、
し
好
が
変
わ
っ
た

な
ど
の
徴
侯
が
亜
な
っ
て
現
れ
る
よ
う
な

ら
、
お
酒
の
飲
み
方
を
一
度
チ
ェ
ッ
ク
し
て

み
る
必
要
が
あ
り
そ
う
で
す
。
同
時
に
、
一

旦
二
度
の
食
項
内
容
も
見
喧
し
、
高
た
ん
ば

く
、
粛
ビ
タ
ミ
ン
で
動
物
性
脂
肪
の
少
な
い

食
祝
着
心
か
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。



下 脚の避騎調整型指事衰
◎時間の中で、口：ローロ：口は、その時間内であれば可。

口：ローは、その時間から始まるので、時間までに集まること。

日i昭1行　事　内　容i時　間）難会場 �����担当係名i対象や終了閲などi詳　細 

16水葬　大　学中一　匡公輔車教育係庫第終了予定 ������ 

I �� �19：30－ �警弊育上菅係‾‾国誌親l 

王匡蕃コンサー車00－16：30 ����占央公民館 I �社会教育係闇難諾箔鎧空士ニ＿ 
19丁重34嘉離難十‥30－　時期l体育係上云蒜－i 

2車i乳　児　相　中：30－10：3南保髄匡衛生係I生後3カ月－6湖上二二 

2回妊　婦　相　中30－　匡公瑚 �����保健衛生係国務終了予定　日0ページ 

2用婦人学級⑤巨0－　回公聴 �����社会教育係匡瀧定　【 

2車 ��念配勘合同相談巨00－1叫公蛾別館1福祉係国難鷺料金無料i 

2。金園芸教i一室⑲19：30－1中央公民館匡教育係層議了予定工＿＿＿＿＿ 
野尊教室中二‾下央公民館I社会教育係南綴了予定i 

26 �手下二二二一蒜会19：30－　国勢雪 ����体∴育係i申込チーム　！ 

28回妊　婦　相　談 ���9：30－i役場融室 ��保輔生係i靂講帳交付　　中一ジ 

爛拉i∴／】園田国歌高く織 　r 

めざせノ　ワールドカップ
－少年サ　ッ　カーク　ラ　ブ－

「シュート．／」「パス．／」　元気のいい声「が総合運
動公園グラウンドから聞えてきます。火昭1日と金曜日
以夕†は毎日、16時30分から18時30分まで40名の少年遠
が汗を流しています。

入会希望者は、勤労者体育センター　で認∴（293）
5434へどうぞ。

リズムに合わせて、ワン、ツー・…
－　新　体　操　教　室　－

毎週月曜日と木曜日、17時から19時まで、勤労者
体育センターでポールやこん棒を使ってかれんな少
女達の新体操教室が開かれています。現在会員は、
力、学生と由学生が13名。

入会フ希望者は、指導者の東和苑　佐；藤仁：美さん
箭（293）4317へどうぞ。

／－‾


